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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．電力及び化石燃料の使用を抑え、二酸化炭素排出量の削減に努めます。

２ ．水道水及び廃棄物の削減に努めます。

３ ．建設資材の省資源化、改良土壌材の使用促進、改良土壌材の再資源化に努めます。

４ ．エコドライブを推進し安全の確保と省エネルギーに努めます。

5 ．環境法令を遵守し、環境汚染の防止に努めます。

6 ．工事評価点の向上に努めます。

7 ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

当社は環境経営の継続的改善を図ると共にこの方針を全従業員に徹底周知を行ないます。

安田　洋一

　　　　　　　　　　　　

制定日： 2021年9月30日

改定日：

代表取締役社長

　　株式会社大成スポーツ施設は、全ての事業活動の実施にあたり、事業活動が環境問題
と大きく関わっていることを認識するとともに、環境を保全・創造する会社として活動す
ることを基本理念とし、全組織を挙げて環境に優しいエコ製品の使用及び省エネ施工等に
より環境負荷の低減に努力していきます。

環境経営方針

株式会社大成スポーツ施設はスポーツ施設の設計・施工を主として事業に取り組んで

まいりました。

この度当社はエコアクション２１に基づき環境経営システムを構築し運用継続すること

によって地球環境負荷軽減に真摯に取り組む企業として次世代に誇れる豊かな環境創

りに貢献していくよう努めて参ります。
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

株式会社大成スポーツ施設
代表取締役社長　安田　洋一

（２） 所在地
本　　　社 兵庫県神戸市東灘区本庄町1丁目12-6

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 工事部　 五百蔵　弘章　　 TEL：078-452-7902　FAX：078-441-2556
補佐 工事部　 藤本　隆之

（４） 事業内容
土木工事業　建築工事業　大工工事業　とび・土工工事業　石工工事業　屋根工事業　　　　
タイル・レンガ・ブロック工事業　鋼構造物工事業　舗装工事業　しゅんせつ工事業　塗装工事業
内装仕上げ工事業　造園工事業　水道施設工事業　解体工事業
建設許可番号：兵庫県知事　許可　（特－1）第113795
許可年月日：令和1年8月20日～令和6年8月19日まで

（５） 事業の規模
売上高 万円 工事件数　　　32件33 件

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 10 月 1 日 ～ 9 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社大成スポーツ施設
対象事業所： 本　　　社

対象外： なし
活動：

□事業や製品（商品）の紹介

〈改良土壌材による工事〉

7535 40

〈情報化施工〉

合計
5

28,538
本　　　社 倉庫

2022年10月4日

5 0

スポーツ施設の設計・施工(学校運動場の整備・改修、スポーツ施設の人工芝
張替え、陸上競技場の改修等）

施工例の紹介

・姫路市立東小学校

・神戸総合運動公園

テニスコート人工芝

張替え工事

主な事業の紹介

・スポーツ施設工事

・学校運動場工事
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

役割・責任・権限

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

環境管理責任者

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営方針の策定・見直し

・環境管理責任者の補佐、経営会議の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境管理責任者を任命

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

経営会議

五百蔵弘章

五百蔵弘章

藤本隆之

代表者（社長）

経営会議

環境事務局

安田洋一

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議

2021年9月30日

社長 安田洋一

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
部門長

事務部 営業部 工事部 工事現場 協力会社
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

kg
kg
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力㈱2020年の調整後の係数　
※負荷の実績は工事現場を含む

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

〇

✕

〇

〇

〇

34,610

基準年度比 98% 97%

98% 97%

2023年

改良土壌材の施工面積

現場環境負荷低減自己
チェック

（目標）

186

3636

99% 92% 98% 97%
水道水の削減

％ 95% 98% 95% 95%

一般廃棄物の削減
kg 192 190 186 188

35,323

99%

41,230

116%

34,966

産業廃棄物の削減

kg 35,680

軽油燃料　売上原単位 kg-CO2 20,840 17,848

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 27,456 24,153

原単位 1.458 1.444 0.625 1.429
99% 44%

基準年度比 99% 97%

㎥ 37 37 34

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 800 792 759 784 776

基準年度比 99% 95% 98% 97%

　産業廃棄物排出量

燃費

35,680

0.351

41,230
34

5,816kg-CO2

192 186

12.60

基準年度比 98% 97%
1.414

5,546

（実績） （目標）

評
価

2020年 2021年 2022年

（基準年) （目標）

項　目 2019年 2020年 2021年

二酸化炭素総排出量

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量

27,456 24,153

水道水使用量 37

基準年度比

ガソリン燃料　燃費

12.65 12.75 12.70 12.75

基準年度比

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

98%
㎡ 12,140 12,261 13,207 12,383 12,504

基準年度比 101% 109% 102% 103%
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

ガソリン燃料　燃費

取組紹介欄

2020年

2021年

軽油燃料　売上原単位

取組紹介欄

2020年

2021年

12.65
12.7812.74 12.75 12.75

9月
1.444

7月
1.532 1.512

12.76
12.65

1.432
8月

0.625

12.65 12.65 12.65 12.65
3月

9月8月7月6月5月
648 722528 566 800481

462 502

取組結果とその評価、次年度の取組内容

5月 6月 7月 8月 9月4月

・エコドライブを意識して取り組んだ結果、累計で燃費を伸ばすこ
とができ目標を達成することができた。次年度も継続してエコドラ
イブを意識して運転する。

・アイドリングストップ

80 134 616 683 759

4月1月11月10月

△

12月

数値目標 〇 ・今年度も夏が気候が厳しい状況だった、不要な機器の電源をこ
まめに切り節電を意識して活動したので目標を達成できた。・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃）

269

・不要照明の消灯 ○
・ノー残業デーの実施

○

達成状況

541

取組結果とその評価、次年度の取組内容

2月

0.863 0.960

3月
1.993 1.571

4月2月

3月

2月

299 340 419

12.77
12.65

12.79 12.77

○

12.65 12.65 12.65
12.79 13.00 12.90 12.87

10月 11月

数値目標 〇

・エコドライブの推進

達成状況

○

0.695 0.7000.929 0.683

5月
0.530 0.764 4.122

12.65

0.780

11月 12月 6月
1.518

0.384 0.471

12.65

0.558 0.811

10月 1月

314 403
91 140 217

189

12月 1月

4.1501.280

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇 ・売上は前年度より増加し、、軽油の使用量も減ったのでので目
標を達成出来た。
・次度末も引き続き売上の増加とエコドライブの促進を努力する。

・アイドリングストップ △
・作業の効率化 ○
・施工期間短縮 ○

0

500

1,000

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電力（ｋｇ－ＣＯ２）累計 2020年 2021年

0.00

5.00

10.00

15.00

10月11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

燃費累計（ｋｍ/Ｌ） 2020年 2021年

0.000

2.000

4.000

6.000

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

原単位累計（ＣＯ２/万円) 2020年 2021年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年
5,520

14

0 3,310
7月

30

1414 18 15 14

3,410
8月

7,940

取組結果とその評価、次年度の取組内容

120

取組結果とその評価、次年度の取組内容

3月 8月
11 15

7月
14

4月 6月

4月 5月 6月

・達成出来なかった。4月に埋設物のがれき類が思ったより多くあったので、月次
目標より大幅に産廃が発生した。
6月、7月と例年工事受注が少ないが、今年度は受注できたため、現場で発生し
た産廃が増え目標を達成出来なかった。
工事を受注できて良かったので、現場での分別を来年度も努力していきたい。

20 14 13 14
9月

5月3月 9月

11

・書類作成や大掃除のため月目標を達成出来ない時があった
が、分別の徹底と再利用を促進したため目標を達成した。
・今後も分別の徹底と再利用を促進し目標達成に取組む。

12月 1月 2月

12月

11月

数値目標 ✕
・作業ミスによる廃棄量の削減 ○
・廃棄物の分別

1月10月 11月 2月

△

達成状況

9,8205700 920 19,340 4,370 7502,930 2,530

17 21 16 17 15

10月

0 0 0

18 20 18 16 16

〇
○

達成状況

数値目標

・廃棄物排出量の削減 △
・分別の徹底

2,0600 1,090 0 12,200

0

10

20

30

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年

0

10,000

20,000

30,000

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

産業廃棄物（ｋｇ） 2020年 2021年
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水道水の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

#REF!

00 5 0 77 0
6 0 7

12月 1月

45 0
6 0

7月 8月
6 0 000

2月
6

6月 9月
6

10月 11月

6 0

・6月と8月に月次目標を達成出来なかったが、1年を通して節水で
きたので累計目標は達成できた。
・次年度も継続的に節水を意識し、こまめな節水を行ない使用量
を減らすように努めていく。

3月 4月 5月

○

達成状況

数値目標 〇
・節水の呼びかけ

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0

2

4

6

8

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水道水（㎥） 2020年 2021年
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現場環境負荷低減自己チェック

取組紹介欄

2021年

改良土壌材の施工面積

取組紹介欄

2020年

2021年

10月 11月 12月 1月 2月 3月

・今年度は2件の改良土壌材の工事を受注でき、目標を達成でき
た。
・次年度は件数を増やせるように引き続き受注できるよう営業を
努力する。

4月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

発注なし
発注なし 発注なし 6,610

94.1% 96.1% 100.0%98.0% 96.1% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 98.0% 100.0% 96.1%

発注なし 発注なし 6,597

7月 8月 9月
発注なし 発注なし 発注なし

発注なし

数値目標 〇

発注なし
発注なし 発注なし 発注なし 発注なし 発注なし

6月3月 4月 5月
7,800 発注なし 2,860 1,480 発注なし

達成状況

・チェック項目を遵守する

数値目標 〇

　

10月 11月 12月 1月 2月

・発注先へのPR △
・受注を増やす

発注なし 発注なし

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・10月、11月、4月、6月、7月、8月と100％を維持できなかった。従
業従業員の意識向上は出来てきているように感じるが、協力会社
の意識向上も継続的に行ない100％を維持できるようにしていき
たい。継続的に自己チェックを行ない現場において環境負荷の軽
減を促進できるようにしたい。

○

9月5月 6月 7月 8月

改良土壌材の施工面積（㎡）

2020年 2021年

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

10月11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

現場環境負荷低減自己チェック（％）
2021年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

特定家庭用機器の排出（テレビ、エアコン、冷蔵庫）

工事着手1週間前に特定建設作業の届出を提出

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

避難訓練のマニュアルを従業員で確認した。備え付けの消火器の場所を確認し有事の際に備えること
ができた。

社員全員
2021.11.8 事務所

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

騒音規制法、振動規制法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

消費者の責務（使用済みパソコンのリサイクル）

事業者の責務（使用済み自動車のリサイクル）

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物の委託及び保管基準の順守
NOx・PM法 対策地区内で排気ガス規制に適合した自動車の使用

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

資源有効利用促進法

オフロード法 基準に適合した特定特殊自動車の使用

使用済み小型電子機器のリサイクル（作業及び詰所の小型家電が対象）

家電リサイクル法
自動車リサイクル法
小型家電リサイクル法

建設リサイクル法 クレダスに記入し1週間前に提出
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介
　〈ＮＥＴＩＳ適合車〉 〈社会貢献活動〉 〈環境教育訓練〉

〈事務所照明ＬＥＤ〉 〈防災訓練〉

□編集後記
新システムにより、集計が分かりやすくなった。特に環境負荷軽減自己チェックを導入したことによって現場での取組み
がより明確になったと感じている。

2022年10月4日
　今年度、エコアクション再取得のため新しいガイドラインに基づいて環境経営に取り組むことができた。
　二酸化炭素の排出に関しての削減は従業員の努力もあり、良い成果を見ることができた。一般廃棄物と水使用に関しても目
標を達成することができた。
　産業廃棄物に関しては、昨年度より受注工事が増えたことにより、また予期せぬ埋設物により廃棄量が増え目標を達成でき
なかったが、今後も現場での分別や廃棄量の削減の努力を継続していきたい。
　改良土壌材の施工面積に関しては今後も改善が必要となった。コロナ禍にあり公共の発注が減少したが、今年度は2件受注
でき目標を達成することが出来た。継続して公共・民間の学校等にPRしていく。現場での環境取組みで新たに環境負荷軽減
自己チェックを導入した。現場での環境負荷への取組みの明確化や従業員への意識付けという点でも良い影響がでているよ
うに感じる。
　
　総評して今年度は良い状態を維持できたので、来年度も継続的に環境経営に取り組んでいきたい。
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